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ガバナーメッセージ 

 

ロータリーの“変革と進歩” 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー 村 上 有 司 
 
 

１、１９０５年にポール・ハリスらによって設立されたシカゴロータリークラブは、「親睦と互

恵取引」の二つを目的（目標）としていた。しかし、これに疑問をなげかけるメンバーが

創立直後からいた。その代表格が、後に社会奉仕の父といわれた特許弁護士ドナルド・カ

ーターである。彼は、「今のままであれば、単なる仲良しクラブに終わってしまう。もし、

将来発展しようと考えるならば、会員以外の人の役に立つようなことをしなければならな

い。」と解いた。多くの賛同を得て、クラブの目的（目標）に「公共奉仕（社会奉仕）」を

付け加え、シカゴ市に公衆便所を寄付する奉仕活動をした。シカゴロータリークラブのス

タートから、２年目の１９０７年のことである。 

２、ロータリークラブは、互恵取引の流れをくむ「職業奉仕」と新たに付け加えられた「社会

奉仕」を両輪として、１００年余の年月を走り続けてきた。ドナルド・カーターの予言通

り、社会奉仕を目的（目標）に取り入れたことによって今日の大発展を見たのであるが、

その一方で、“職業奉仕”を中心に考える一派との間で、路線争いを生むことになった。お

おげさに言えば、ロータリーの歴史は、この両者の抗争と拮抗の歴史であるといってよい。

最も熾烈な争いは、１９１８年頃から、米国内の小児麻痺救済運動をめぐり繰りひろげら

れた、理論派と行動派の抗争である。この時は、ロータリーの寛容の精神で“決議２３－

３４”をもって終結したが、現在も立場の違いによる路線争いは続いている。 

３、そもそも、ロータリーの「社会奉仕」は、「職業奉仕（倫理）」の延長線上で考えられた。

従って、それは、“Ｉ ｓｅｒｖｅ”であり、個人の善意の表現で “隠匿”を原則とした（決

議２３－３４第６項７、２等）。この点で「他の奉仕団体（例えば、ライオンズクラブ）と

の違いがある」と強調され、その考えは今も有力に主張されている。しかし、時代の変遷

と共に社会のニーズにも大きな変貌があり、これに対応するロータリーの社会奉仕にも変

化が見えている。単に、個人の善意的行為だけで事足りる時代は過ぎ、社会全般がロータ

リーに一層大きな奉仕を期待するようになってきているのである。ロータリー自身、この

要望をある程度受け入れられる組織に成長したこともあり、「社会の要望に応えることが義

務である」と考えるようになってきた。そのため社会奉仕は際限なくグローバル化し、「ロ

ータリーは奉仕団体である」と錯覚されるようにすらなってきた。しかし、それは本来の

“ロータリー精神”からは離れることになると思うが、これも時代の変革として受け止め

るべきなのだろうか。 
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４、社会奉仕の実現方法についても変化がある。ロータリーの社会奉仕は教育的プログラムを

中心に進められてきた。例えば、貧困に苦しむ地域があるとすれば、食料や水を運ぶので

はなく、何故その地域が貧困となったかを考え、その様な社会をなくすために優れた人材

を育てることに努力してきた。直接、食料や水を貧困地に運ぶ奉仕活動は、直裁的で速効

性がある。しかし、原因を除去しない限り、この人道的奉仕は際限なく継続しなければな

らないが、それはロータリーの力だけでは困難である。最近のロータリーの社会奉仕は、

どちらかといえば人道的プログラムに比重がかかり過ぎている感がする。ポリオ撲滅運動

は、ロータリーの最重要項目として、多額の資金を投入して続けられるグローバルな人道

的奉仕活動である。ポリオ撲滅は崇高なプログラムであるが、「終期の見えない泥沼に入っ

た」という批判にも、真摯に耳を傾ける時期が来ているようにも思う。 

 

 

 

 

 

邦訳版ロータリー章典の改訂版、2009 年 6 月版（2009 年 1 月までの理事会決定を含む）がウェブに掲載

されましたのでご連絡いたします。 

 

RI のウェブサイトを「会員」、「方針と手続」、「方針に関する文書」と順次リンクしていただくと関連資料に

ロータリー章典が掲載されておりますので、こちらからダウンロードすることができます。 

 

http://www.rotary.org/ja/members/policiesandprocedures/policydocuments/Pages/ridefault.aspx  

 

なお、直接ファイルをご覧になる場合には以下のリンク先をご利用ください。 

ファイルサイズは約 2MB になります。  

http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/code_ja.pdf  
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ＲＩ会長メッセージ    2009 年 9 月 

国際ロータリー会長   ジョン・ケニー 

 

親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、 
 バイロン卿は「青春は我々の光栄の時代だ（※）」と書いています。

それはロータリーの青少年プログラムについて語られるとき、いつも心に浮かぶ詩の一節です。

ロータリーでは、９月が新世代のための月間です。青少年のためのプログラムと、それらが明

日のロータリアンたちを形成する上で果たす役割に注目するときなのです。 

 

重要な青少年プログラム 

 
 インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ（ロータリー青少年指導者養成プログラム）、青

少年交換などの青少年プログラムは、ロータリーにとって最も重要なプログラムの一つです。

私がこのように述べるのは、これらのプログラムが、平和、好意、調和に対する若い心や精神

に影響を与える、類まれな可能性をもっているからです。 

この可能性は若い人々に最も強く作用します。それは、若いころの経験は決して消えることが

なく、後にどのような道に進むのかを左右することが多いからです。よく使われる聖フランシ

スコ・ザビエルが言ったとされる言葉に「７歳になるまで男の子を預からせてください。そう

すれば、私は立派な人間にしてお返しします」というものがあります。 

 私の場合には、それよりももう少し時間がかかると思いますが、それでも、若いころの経験

というものは、大人になってから得る以上に、人格を形成する上でのより強い力、性格に影響

を与えるより大きな力をもっていることに疑う余地はありません。 

 

一生を変える経験 

 
 アメリカのティーンエージャーが「全国予防接種日」に参加するためインドに出かける、あ

るいはブラジルの学生が日本で 1 年間滞在して勉強をするといった機会があれば、その経験は

その人の一生を変えるでしょう。これらの若者たちは、その後も続く人と人とのつながりや愛

情を築くでしょう。 

 彼らは以前と同じように、自分の国や世界を考えることはないでしょう。ものの見方、優先

順位、価値観は、若いころの経験に基づいて方向付けられます。その後の経験でこのような影

響力をもつことはないでしょう。皆さんの熱心な活動で、これらのプログラムが継続的に利用

でき、うまく機能し、そして参加者とその家族の信頼を獲得することで、こうした経験をこれ

からも可能にすることを保証します。 

 

強く焼きつく若い時代の印象 

 
 若い時代に受けた印象は強く、そしていつまでも残ります。チャンスは再び巡ってはこない

のです。私たちは、年を重ねるほどに成長し変わります。そして、私たちがあらゆる経験によ

って変わっていくのも事実です。しかし、自分という人間をつくり上げるチャンスはほかには

ないのです。それは若いときに一度だけ訪れます。 

青春は我々の光栄の時代だ ─ ロータリーの青少年プログラムを通して、これらの日々がロー

タリーすべての光栄の日々となるのです。
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ガバナー日誌 

                             ガバナー 村 上 有 司 

 

１、クラブ世界社会奉仕委員長会議が、８月１日田辺で開催された。パストガバナー、地区委

員会のメンバーに加え、インドネシア領事館職員も参加し熱心な討議がなされた。 

現行ロータリー綱領は１９５１年に改訂されたものであるが、その際、第４項が追加され、「世

界的親交と国際平和の促進」をロータリー目標の一つとすることを表明した。その実現のため、

（イ）世界社会奉仕プログラム、（ロ）国際レベルの教育および文化交流活動、（ハ）特別月間

と催し、（ニ）国際的な会合の一般的分野を設けた。世界社会奉仕（ＷＣＳ）活動は、その中の

重要プログラムとして、国際奉仕の支柱となるのである。 

世界社会奉仕（ＷＣＳ）は、ある国のロータリークラブが、異なる国のロータリークラブの

奉仕活動を援助するものである。国境を越えて実施される点で、通常の社会奉仕活動と区別さ

れる。ＷＣＳは、言語・社会状勢・経済的水準等々異なる国と国の間で、実施されるだけに問

題も起こりやすいので、事前準備を充分して取り組むことが必要である。我地区内のクラブで

も、単年度又は継続的に、ＷＣＳ活動を行い成功をおさめている例が多い。本日の会議では、

これ迄の事例がビデオ等で紹介し、ＷＣＳの取り組みや資金申請のノウハウについて詳細説明

がされた。クラブ委員長らは、熱心に耳を傾け疑問点について質問をしたりして、盛り上がっ

た会合となった。 

我地区ＷＣＳ委員会は、これ迄、積極的に活動をリードして、多くの成果を上げている。特

に、毎年２～３月頃地区委員会主導で、「ＷＣＳ活動の視察」と銘打って１００人前後の団体訪

問をする。たいへん好評で、来年３月８日から４日間、インドネシア旅行を計画している旨発

表があった。 

世界中には、援助を必要としている人々が多くいる。その中には、我々にとっては、少しの

努力で実現出来るものも多い。チャンスを見つけ、国際奉仕にチャレンジし、「感動と縁づくり」

を実感してもらいたい。 

２、貝塚コスモスＲＣ１５周年記念例会が、全日空ゲートタワーホテルで開かれた。同クラブ

は創立１５周年で、けっして長い歴史のあるクラブではないが、その活動内容は、伝統クラブ

に優るとも劣らないものがある。特に、すばらしいのは、「クラブは地域と共に」を旗印に、歴

代会長が地域住民と共に活動をすることに心掛けている点である。しかし、同クラブも会員数

２０人となり、苦しいクラブ運営を余儀なくされているようである。クラブがアットホームな

雰囲気なのはすばらしいが、将来を見越して、今の内に増強にも努力していただきたいと思う。 

 国際交流もすばらしく、創立直後から台北松山ロータリークラブと姉妹クラブ提携をして、

毎年行き来をされているという。当日も同クラブの会員・家族を含め２０人余が出席し、楽し

い歌や踊りを披露されていたのが印象的であった。 

３、７月２６日午前１０時３０分から、羽衣高校（大阪府高石市）で、２００９～２０１０年

度インターアクト年次大会が開催された。 

１４～１８歳の若者らの育成を目的とする本プログラムは、４つの常設新世代プログラムの

一つである。会場が立派であっただけに、参会者の少なさが目についたが、出席したアクター

の目に輝きがあったのが救いである。インターアクトクラブの代表者が、１年間の活動報告を

したが、真剣な取り組みが垣間見え、たいへんさわやかな気持になった。 

 昼食をはさんで午後は、指導の先生のリードで遊戯や合唱コンクールの催しが続いた。多
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くのロータリアンも、童心に戻って参加した。久し振りに楽しい半日であったが、こんな活動

の中で良い友達が見つけられるのかもしれない。 

 提唱ロータリークラブや学校側には、たいへんな御努力をいただいていると推察するが、

会員が減少していくのはさびしい限りである。この年代の子供達は、進学のための勉強に追わ

れ参加しにくいのかもしれない。しかし、単なる机上の勉強だけでなく、多くの友達と幅広い

知識を交換し、奉仕を実体験することはたいへん意義深いことであるはずである。関係皆様方

の、一層の御尽力と御協力をお願いする次第である。 

４、ローターアクトの指導者講習会が、岸和田の浪切ホールで開かれた。６月末に泉佐野ロー

ターアクトクラブが消滅し、９クラブ８０人余の会員と少しさびしくなった。会員・クラブの

減少傾向は、ロータリークラブと同様であるが、アクター諸君の意見や活動発表は活発で、聞

いていて頼もしく感じられた。自主的・積極的に地域に溶けこんで、活動しようとしている姿

勢は立派で教えられるところがある。インターアクトの無邪気さに比べ、さすがは少しお兄さ

ん・お姉さんだと思った。人数は少ないが生き生きと活動し「縁づくり」を進めてくれている

ようである。行動をすれば“感動”があり、“感動”があれば友情の輪は拡がる。彼らの未来に、

期待すること大なるものがある。 

５、クラブ社会委員長会議が、８月２２日午後１時３０分から、田辺市の職業訓練センターで、

パストガバナーを始め多くの関係者を集め開催された。 

 ロータリー世界に、社会奉仕の種が播かれたのは１９０７年のことである。「ロータリーは、

奉仕団体であるか否か」の議論は別にして、ロータリーが今日の大発展をみたのは、社会奉仕

活動を一つの柱としたことに因ることは間違いない。 

 会議当日、各クラブから社会奉仕活動について活発な発表があったが、私の提唱した地震問

題について、多くのクラブで真剣に取り組んでくれていることを聞き意を強くした。“東海・東

南海・南海地震”のベルトライン上にある我地区においては、地域の最大のニーズは地震問題

であるといって過言でない。切り口は色々あるが、ロータリーとして、この問題に目をつぶる

ことは正しくない。“災害は忘れた頃にやってくる”との諺があるが、非常時に備える心構えは

是非必要である。和歌山には、“稲村の火”という良い教訓があることを失念すべきでない。 

 

６、公式訪問が、いよいよ８月２６日から始まります。１２月１７日に田辺ＲＣで仕上げる迄

約４ヶ月間、７２クラブを６４回かけて訪問します。寒冷地区のガバナーからは、「既に大半を

消化した」との連絡も入っていますが、南国の当地区は、初秋から晩秋の時期に各クラブを訪

問することにしました。各クラブが、いつも開いている例会場を直接訪ね、会員の皆様方とお

目にかかれるのを楽しみにしています。任期前半の最重要行事ですが、心を引きしめてお邪魔

をします。よろしくお願いします。 
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インターアクトクラブに理解と参加を 
 

 

 

 

 

地区インターアクト委員長 竈  和夫 

 

私は前地区インターアクト委員長中村 哲三様（堺東南ＲＣ）より新しく地区インターアク

ト委員長を承りました地区で一番若い初芝立命館中学校インターアクトクラブ提唱の大阪金剛

ロータリークラブの竈 和夫でございます。 

インターアクトクラブは奉仕と国際理解の精神を育み、地域社会に貢献する実践活動を通し

て、次代の「リーダーシップ」を担う青少年育成のためのロータリークラブ提唱の国際的団体

と理解しています。インターアクトの生徒たちは、地域社会の清掃活動とか老人ホーム等への

慰問活動や募金他の実践活動を計画的に進めて「奉仕の実」を上げています。各インターアク

トクラブによって活動内容は様々ですが、年のターゲットを協議決定し実践しています。まさ

に提唱ロータリークラブの社会奉仕の実践部隊として活躍してくれています。 

当地区のインターアクトクラブは約５０年の活動の歴史を持ち発展してきました。しかし、

時代の諸問題（少子化と受験教育の荒廃等）で「停滞」を余儀なくされています。インターア

クトの生徒たちは、学業も優秀で目的意識をもち行動的な正に次代の「リーダーシップ」を担

う生徒たちばかりです。ロータリークラブに活動的な青春の伊吹を与えてくれるのもインター

アクトの生徒たちです。 

ロータリーファミリーとして地域インターアクトへの理解と参加を皆様にお願いしたいと思

います。地区ガバナー村上 有司様、地区委員、会員の皆様とインターアクト顧問の先生方に

はいつもお世話になり感謝申しあげます。 
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「2008～2009 年度 ローターアクト地区大会に参加して」 

 

 

 

 

 

地区ローターアクト委員長 中西 秀文 

 

ローターアクト地区大会が６月２８日（日）ホスト：河内長野ＲＣ・河内長野ＲＡＣのご協

力で河内長野ラブリーホールで開催されました。 

 ローターアクターにとって地区大会は１年間の総括というだけでなく、３０歳で卒業する卒

業生を送る大会であるという意味において非常に大切であると思います。 

今回のテーマは「Revolution」（変革）でしたが、当地区でも年々会員が減少する中、ローター

アクト活動に対する会員ひとりひとりの意識の転換が必要な時期に来ているのかもしれません。 

ただ私は、卒業生の言葉の中に、ＲＡＣの存在意義を感じ、本当に感動しました。 

たとえば、 

・ＲＡＣとは一言で表すと「自己研鑽の場」であった 

・ＲＡＣに入ってなければ人生で貴重な２０代という時期に色々な経験することはなか

ったし、ＲＡＣに入ったからこそ知り合えた、仲間が沢山できた。 

・自分を全ての面で成長させて貰えた場所。 

・卒業するのが寂しいし、ローターアクトに入って自分の人生観が変った。 

・ローターアクトに入って、以前よりも積極的に発言し、行動することが出来るように

なった。 

・ローターアクトに入って自分にとっての一番は人と人が出会える事の素晴しさを知る

事が出来た事。 

 

私はこの感動をロータリアンにも共有してほしいと思いますし、こういう体験が出来る場所

がＲＡＣであると確信していますので、ＲＡＣは若者に希望と夢を与える場所であると思って

います。今後とも皆様のご協力の程よろしくお願い致します。 
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新世代月間に寄せて 

 

 

 

新世代カウンセラー 平原 祥彰 

 

ロータリーの奉仕活動のプログラムの中で新世代に関する奉仕は、数も多いし内容も

充実しております。実積も豊富です。私達が長年に亘り、育成、教育の分野で力を尽く

してきたからです。 

私達は過去を現在に繋ぎ、そして若い人達によって現代を未来に繋いでいくのです。 

新世代を全力で育てること、伝えるべき事は全て伝えなければなりません。 

そう努力する事は私達自身が育てられ、磨かれるのです。新世代によって 

私達自身も未来を学ばなければなりません。 

ライラ、インターアクト、ローターアクト、青少年交換等々、新世代の為のプログラ

ムに積極的にかかわる事がなかったクラブは、是非にも一歩踏み出してください。 

天下に英才を得て、これら若人を育て教える喜び，共に学び連帯する喜び。 

自身の若いとき、悩み、喜び、悲しみ、そして奮い立った思い出を今一度想いだすの

もまたいいのではないでしょうか。 
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青少年ライラ 

 

 

 

          地区青少年ライラ委員長 丸山 信仁 

青少年ライラ委員長をします。御坊ＲＣ丸山信仁と申します。宜しくお願いします。 
今年度のライラセミナーは、「しつけ」を考え、自衛隊和歌山地方協力本部の協力を得て、自

衛隊の基本教練（きおつけ、礼、集合、行進）を勉強し、実社会での挨拶や言葉遣いなどを勉

強して頂きたいと考えています。 

ライラセミナーではチームを作り、チ－ムの中における自分の存在感を示し、与えられた討

論テーマに対して自分の考えをどう表現し、反映させるかを体験させ、討論を通して研修メン

バーのリーダーシップを引出す事、そして チームワークを自然形成させるリーダーが現れ、

「役割分担を指導する能力」が発揮される事を期待しています。 

 ロータリーは、青少年の事業にもっと力を入れるべきだと思います。 

 昨年全国青少年育成委員会に参加したときのことですがロータリーらしい職業（職）の素

晴らしさを青少年に伝えて頂きたいと思います。例えば中学生の職場体験、高校生のインター

ンシップ、又、出前講座の取り組みなど職業の大切さを青少年に伝えていきたいと考えていま

す。 

今年度は村上ガバナーから「田辺の地でライラセミナーを開催できないか」と言うお言葉を

頂き、第２９回ライラセミナーは長年使用した大阪海洋センターから離れ日程も３月２０日２

１日２２日の３日間で、ローターアクト・インターアクト・財団・米山の新世代交流会も兼ね

て田辺市元町目良 元島館で開催予定です。メインテーマ「人生の目標」です。 

出来るだけ田辺の歴史・風土を感じて頂けるライラセミナーを開催したいと考えています。

又３日間の中でロータリアンにも青少年問題についてディスカッションをして頂き、田辺の味

を御賞味頂けるプログラムも検討しています。 ご参加・ご協力をお願いします。 

１９９７～１９９８年堤啓治ガバナーの時、ＩＭ１組担当で、グリーンピア南紀にて、１１

月に第１７回ライラセミナー開催しています。この時と同様にライラキーマンの選出・セミナ

ーへの積極的な参加、ご協力をお願い申し上げます。 
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７月の寄付金傾向 

寄付金合計額   208,970,875 円（前年度比 6.18％減） 

参考 前年度 7月末合計額：222,724,525 円  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普通寄付金 

７月当月    162,154,800 円 
（前年度比 3.22%減） 

 

今月は 2,304 クラブのうち、1,604 クラブから納入いた

だき、174 クラブは年額で一括納入されました。 

（昨年度は 1,623 クラブ、年額納入クラブは 170 クラブ

でした） 

寄付金納入明細表の見方ですが、普通寄付金単価

（上期分）の欄で、（年）と記載されているクラブは年額

納入済です。年額納入が可能な場合は、一括でのご

送金をお薦めしています。 

 

 

近年普通寄付に対する納入のご質問が増えています

【Q.なぜ普通寄付をするのですか？】 

 

毎年金額が変動する特別寄付だけでは、 

留学生への奨学金給付という公益事業の 

安定的・継続的な財源とはなりません。 

当会では財団法人設立当初から、全ロー 

タリークラブに安定財源としての普通寄 

付をお願いしてきました。多地区合同奉 

仕活動として日本の全 34 地区が参加して 

いるこの事業へのご理解を深めて頂き、 

奉仕の実践として、普通寄付の送金をぜひ 

お願い致します。 

 

特別寄付金 

７月当月      46,816,075 円 
（前年度比 15.15%減） 

 

７月は普通寄付金の納入が主な月間であるため、特別寄

付金は毎年 5～6 千万円ほどです。今年度は昨年度に比

べて約 800 万円の減少とかなり厳しいスタートとなりまし

た。 

日本のロータリアンの誇りとする当奨学会の事業発展・拡

大のため、これからもご協力いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

   

☆ ７月にご寄付いただいた高額寄付者 
（累計金額 300 万円以上） 

（敬称略）（単位：万円） 
地区 ｸﾗﾌﾞ名 氏名 寄付額 累計額 

2770 八潮 田中作次 30.5 752

習志野 宮崎 仁 10 520

石川邦紘 30 435

諸岡孝昭 30 720
2790 成田 

ｺｽﾓﾎﾟﾘﾀﾝ 
野間口 勉 30 590

2760 碧南 井上達夫  15 300

2760
名古屋 
名東 

坂本精志 30 11,572

2780 相模原北 井上正之 30 600

2650 京都東 三浦竹泉    1 337

2690 倉敷南 白髪克也 10 570

2700 門司西 江・ 穣 20 480

 多額のご寄付をいただきまして、ありがとうございました。 

 また、今後ともご支援くださいますようよろしくお願いいたし

ます。 

 

☆ 創立記念寄付  

D2770 浦和ダイヤモンド RC  10 万円 

☆ チャーターナイト寄付  

D2760 中部名古屋みらい RC  20 万円 

（財）ロータリー米山記念奨学会 2009 年 8 月 14 日

2009-10 年度

寄付金の傾向
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新しい友達が増えました 

手に手つないで"友の輪"を！！ 
 

７７    月月  

空
く

閑
が

 文彦
ふみひこ

 
所属クラブ：羽曳野ＲＣ 

職 業 分 類： 電 気 供 給  

生 年 月 日： 1955 年 5 月 30 日 

柳川
やながわ

 豊和
とよかず

 
所属クラブ：岩出ＲＣ 

職 業 分 類： 葬 祭 業  

生 年 月 日： 1958 年 1 月 28 日 

杉本
すぎもと

 憲一
けんいち

 
所属クラブ：泉大津ＲＣ 

職 業 分 類： 寝 装 品 製 造  

生 年 月 日： 1958 年 8 月 31 日 

石橋
いしばし

 茂
しげる

 
所属クラブ：泉佐野ＲＣ 

職 業 分 類： 空 港 用 地 造 成  

生 年 月 日： 1949 年 5 月 23 日 

森山
もりやま

 裕
ひろ

丈
たけ

 
所属クラブ：泉佐野ＲＣ 

職 業 分 類： 核エネルギー研究 

生 年 月 日： 1949 年 8 月 20 日 

朝井
あ さ い

 修
おさむ

   再入会 

所属クラブ：海南東ＲＣ 

職 業 分 類： 縫 製 業  

生 年 月 日： 1939 年 3 月 27 日 

中村
なかむら

 俊之
としゆき

 
所属クラブ：海南東ＲＣ 

職 業 分 類： 漆 器 販 売  

生 年 月 日： 1966 年 9 月 7日 

千賀
せ ん が

 知起
と も き

 
所属クラブ：海南東ＲＣ 

職 業 分 類： 日 本 料 理  

生 年 月 日： 1965 年 10 月 14 日 

岩
いわ

﨑
さき

 三
みつ

日子
ひ こ

 
所属クラブ：関西国際空港ＲＣ 

職 業 分 類： 空 港 施 設 保 全  

生 年 月 日： 1951 年 9 月 18 日 

手嶋
て じ ま

  実
みのる

 
所属クラブ：関西国際空港ＲＣ 

職 業 分 類： 環 境 企 画  

生 年 月 日： 1949 年 5 月 26 日 

阪野
さ か の

 正勝
まさかつ

 
所属クラブ：河内長野ＲＣ 

職 業 分 類：モ ー タ ー プ ー ル

生 年 月 日： 1952 年 12 月 24 日 

武村
たけむら

 まみ 
所属クラブ：河内長野ＲＣ 

職 業 分 類： 不 動 産 管 理  

生 年 月 日： 1958 年 8 月 27 日 

齋藤
さいとう

 博
ひろ

陽
あき

 
所属クラブ：岸和田南ＲＣ 

職 業 分 類： 司 法 書 士  

生 年 月 日： 1970 年 2 月 21 日 

増田
ま す だ

 雅浩
まさひろ

 
所属クラブ：岸和田南ＲＣ 

職 業 分 類： 貿 易 業  

生 年 月 日： 1960 年 5 月 1日 
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７７    月月  

武田
た け だ

 昭人
あきひと

 
所属クラブ：松原ＲＣ 

職 業 分 類： 総 合 建 設 業  

生 年 月 日： 1962 年 1 月 31 日 

宮本
みやもと

 欽司
き ん じ

 
所属クラブ：那智勝浦ＲＣ 

職 業 分 類： 郵 便 事 業  

生 年 月 日： 1961 年 4 月 28 日 

白
しら

﨑
さき

 裕
ひろ

敏
とし

 
所属クラブ：堺南ＲＣ 

職 業 分 類： 生 命 保 険  

生 年 月 日： 1964 年 9 月 9日 

宮本
みやもと

 勝
まさる

 
所属クラブ：堺西ＲＣ 

職 業 分 類： 損 害 保 険  

生 年 月 日： 1966 年 4 月 2日 

山内
やまうち

 一憲
かずのり

 
所属クラブ：堺西ＲＣ 

職 業 分 類： 新 聞 取 次  

生 年 月 日： 1976 年 3 月 29 日 

細川
ほそかわ

 浩二
こ う じ

 
所属クラブ：堺フェニックスＲＣ

職 業 分 類： 飲 食 業  

生 年 月 日： 1975 年 2 月 24 日 

田中
た な か

 範子
の り こ

 
所属クラブ：堺フェニックスＲＣ 

職 業 分 類： 情 報 処 理  

生 年 月 日： 1942 年 1 月 5日 

堀川
ほりかわ

 秀
ひで

寿
とし

 
所属クラブ：泉南ＲＣ 

職 業 分 類： 繊 維 工 業  

生 年 月 日： 1949 年 9 月 8日 

岩本
いわもと

 哲也
て つ や

 
所属クラブ：白浜ＲＣ 

職 業 分 類： 食 肉 加 工  

生 年 月 日： 1955 年 8 月 10 日 

川崎
かわさき

 孝雄
た か お

 
所属クラブ：高師浜ＲＣ 

職 業 分 類： 行 政 書 士  

生 年 月 日： 1940 年 8 月 20 日 

榎本
えのもと

 真弓
ま ゆ み

 
所属クラブ：田辺東ＲＣ 

職 業 分 類： 飲 食 業  

生 年 月 日： 19 63 年 4 月 2 日 

荒木
あ ら き

 伸
のぶ

哲
あき

 
所属クラブ：和歌山ＲＣ 

職 業 分 類： 証 券  

生 年 月 日： 1964 年 11 月 18 日 

三木
み き

 民生
た み お

 
所属クラブ：和歌山アゼリアＲＣ 

職 業 分 類： 保険代理業（損害保険）

生 年 月 日： 1947 年 7 月 18 日 

藤井
ふ じ い

 義宣
よしのぶ

 
所属クラブ：和歌山東ＲＣ 

職 業 分 類： 証 券 業  

生 年 月 日： 1959 年 1 月 24 日 

福田
ふ く だ

 玉
たま

緒
お

 
所属クラブ：和歌山北ＲＣ 

職 業 分 類： 警 備 業  

生 年 月 日： 1957 年 3 月 10 日 

福本
ふくもと

 英男
ひ で お

 
所属クラブ：和歌山北ＲＣ 

職 業 分 類： 石 油 製 品 卸 売  

生 年 月 日： 1962 年 1 月 12 日 
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７７    月月  

岡田
お か だ

 義
よし

典
のり

 
所属クラブ：和歌山北ＲＣ 

職 業 分 類： 靴 販 売  

生 年 月 日： 1955 年 4 月 8日 

鈴木
す ず き

 寛
ひろし

 
所属クラブ：和歌山北ＲＣ 

職 業 分 類： 建設コンサルタント

生 年 月 日： 1938 年 8 月 11 日 

田上
た が み

 義人
よしひと

 
所属クラブ：和歌山北ＲＣ 

職 業 分 類： 飲 食 業  

生 年 月 日： 1968 年 3 月 23 日 

酒本
さかもと

 博
ひろし

 
所属クラブ：和歌山南ＲＣ 

職 業 分 類： 石 油 販 売  

生 年 月 日： 1947 年 5 月 29 日 

青木
あ お き

 良
りょう

平
へい

 
所属クラブ：和歌山東南ＲＣ 

職 業 分 類： 建 築 設 備  

生 年 月 日： 1952 年 1 月 15 日 

小林
こばやし

 克己
か つ み

 
所属クラブ：和歌山東南ＲＣ 

職 業 分 類： 中 華 料 理  

生 年 月 日： 1948 年 1 月 29 日 

堀
ほり

 昌
まさ

弘
ひろ

 
所属クラブ：和歌山東南ＲＣ 

職 業 分 類： 鍼 灸 治 療 院  

生 年 月 日： 1944 年 11 月 3 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーは、世界中の事業および専門職業人のリーダーが集まる国際的組織

です。人道的な奉仕活動を行いながら、あらゆる職業における高い道徳的水準を

奨励しています。 

ロータリーへ ようこそ！新会員となった皆さんには、ロータリークラブと国際ロ

ータリーを通じて、クラブ、地元地域、さらには世界中の人々と交流する機会が提

供されています。 

経験豊かなロータリアンは、参加こそが鍵であると口を揃えて言っています。関

心のある分野の委員会に参加したり、例会の挨拶係を引き受けたり、奉仕プロジ

ェクトのチームに加わるなど、積極的にボランティアとして参加してください。こうし

た活動に参加すればするほど、クラブの仲間との親睦が深まり、ロータリーについ

て深く理解できるようになるでしょう。 
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

岡本
おかもと

 哲
てつ

爾
じ

様（和歌山東ＲＣ） 
２００９年７月２６日死去 

在籍期間：３２年９ヶ月 

職業分類：澱粉加工 

ポールハリスフェロー： 

マルチプルポールハリスフェロー２回 

米山功労者：米山功労者８回 

生年月日：１９２８年７月１７日 
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ＰＨＦ・ベネファクター（７月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

坊岡 進 12 有田南 苅田 里美  忠岡 

宮崎 勝 BE 羽曳野 松村 輝男 1 忠岡 

井上 弘 BE 岸和田北 田中 陽  田辺 

松谷 文雄 1 松原 岡本 昭三 19 和歌山南 

那須 泰三 2 堺北 窪田 暁 3 和歌山南 

綿谷 伸一 1 堺北 坂口 壽賀子 10 和歌山南 

本郷 博一 2 堺中    

 

 

 

 

 

 米 山 功 労 者（７月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

橋爪  正芳 3 有田 八木 重喜 5 堺西 

松谷 文雄 4 松原 米田 眞理子 9 堺フェニックス 

方田 和之 1 大阪金剛 久保木 弘 3 白浜 

宮武 勲 1 大阪金剛 丸山 博之 5 田辺東 

野口 義行 2 大阪金剛 岡本 昭三 10 和歌山南 

小川 律子 1 大阪金剛    
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是非お目通し頂きたい記事 
☆ 横組 

〇ＲＩ会長メッセージ                          １頁 

  「若いころの経験というものは大人になってから得る以上に人格を形成する上での

より強い力、性格に影響を与える大きな力を持っている」として青少年プログラム

の重要性を説いています。 
〇子どもたちの笑顔のために                    ５～12 頁 

  青少年プログラムを具体的に例示して各クラブの活動を紹介しています。 
〇考えました、楽しみました。 バーミンガム国際大会         13～21 頁 

  “開発で戦争・テロは防げるか”朝日ニュースキャスター・コメンテーター 田岡俊次氏  14～17 頁 
過去の戦争・反乱・テロを分析し、開発の成果を考え、グローバル化した資本主義

社会の「国境なき経済」の中での国際ロータリーのあり方を示唆しています。国際

大会の世界平和シンポジュウムでのスピーチの全文です。 
〇ミア・ファロー ユニセフ親善大使・女優             22～25 頁 

  ユニセフ大使のミア・ファローがスーダン西部のダルフールで起きている悲惨な現

実について述べています。そして「人類の仲間として関心があるなら、顔を背けた

りするのでなく、しなければならないことがあります」と説いています。 
〇ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識               26・27 頁 
〇 よ う こ そ ！ モ ン ト リ オ ー ル へ              30・31 頁 

 2010 年国際大会が開催されるモントリオールを多くの写真と軽快な文章で紹介し

ています。 
〇家族に知らせたいＲＯＴＡＲＹ                     32頁 

アメリカで生まれ日本で育った日本のロータリーがいかにして発展して来たか、新

しい時代に合ったロータリーはいかにあるべきか考えさせられます。 
〇エバンストン便り                         35～37 頁 

ＲＩに寄せられるいろいろな情報を伝えています。イランでスパイ容疑で拘束され、

先日釈放されたアメリカ人ジャーナリスト、ロクサナ・サベリさんは元ロータリー

財団国際親善奨学生であった事を知りました。 
今後のＲＩ国際大会の予定も記されています。 
 
 

朝夕めっきり涼しくなり、秋の訪れを感じさせる今日この頃です。 
９月は「新世代のための月間」です。「人づくり」はいつの世もどの世界でも

常に最大の課題です。青少年のためのプログラムを推進し、明日を担う新世代

の若者を応援しましょう。 
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☆ 縦組 
〇自然と人－戦後文明の中で何を失ったか               ２～６頁 

  今年４月 26 日 第 2640 地区 地区大会における記念講演第一部「自然と人」 
関西医療大学名誉学長、八瀬善郎先生の講演要旨が掲載されています。横井庄一さ

んの強靭な精神力・たくましい生命力に感嘆し自然の摂理に反する科学技術・科学

文明への警鐘を述べておられます。地区大会を思い出しながら御一読下さい。 
〇手に手 くらぶ探訪 和歌山西ロータリークラブ          ７～11 頁 
 わが２６４０地区の記事が続いて掲載されました。“古参会員の体験談に感嘆”と

して２１名の和歌山西ロータリークラブの活動ぶりを取り上げています。多くの写真を

使ったクラブ紹介、和歌山紹介があり、楽しい記事になっています。 
〇俳壇                                15 頁 

  「同窓会 夜は差し入れの柏餅」         和歌山北    岩内美登理 
  「内子座の庇に燕飛び入れり」          大阪・堺南   山口 恵子 

〇歌壇                                15 頁 
  「プランターに並べて蒔きし朝顔の去年の種見事に初咲き三輪」 

          大阪・堺東   竹山 時和 
〇柳壇                              14・15 頁 

  「お互いに薬の数を数えあい」          大阪・泉佐野  赤井 聡宏 
  「古塔見て有情無情の遍路ゆく」         大阪・堺    尾崎 一才 
  「ノラ猫の箱の住み家にカイロ入れ」        大阪・堺    畑  志籠 

〇言いたい、聞きたい                          16 頁 
出席者に配慮し、さらに会議の短縮を          橋本紀ノ川 大沼 郁夫 

  南北に長い２６４０地区では片道 2 時間以上を要する場所での会議も多く悩みの

種ですが、各委員会には御配慮頂いている処です。 
 〇ロータリーアットワーク ＲＯＴＡＲＹ ＡＴ ＷＯＲＫ 写真編       21～24 頁 

食卓こそ食育の宝庫            羽衣ＲＣ          23 頁 
 〇ロータリーアットワーク ＲＯＴＡＲＹ ＡＴ ＷＯＲＫ 文章編       25～30 頁 

垣根を越えて四ＲＣ合同社会奉仕活動    御坊ＲＣ           28 頁 
 
 

「ロータリーの友」地区委員 廣本喜亮（田辺ＲＣ） 
Ｅ－mail：hiromoto1026@ybb.ne.jp 
ＴＥＬ：0739-22-0571 ＦＡＸ：0739-26-7307 
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（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

2009 年 8 月 13 日発行 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

１．寄付金速報 ― 2009-10年度の予算、14億5千万円を目指して ― 

２．奨学生の募集が始まりました！ 

３．今年も『豆辞典』を発行します！ 

４．米山学友が中部名古屋みらいＲＣの創立会員に 

５．相次ぐ災害へのお見舞い 

 

【お知らせ】 

・ホームページが新しくなりました 

米山記念奨学会のホームページが8月10日に新しくなりました。 

大好評の事業紹介ＤＶＤ2種、「すばらしい贈り物」（22分を3分割で配信）、「心つな

いで、世界へ」（15分）も、動画で視聴できます。 

皆さまにとって最も関心の高い、奨学生や学友に関するニュース 

は更新頻度・情報量ともに高め、寄付の成果をより実感して 

いただけるよう工夫しています。ぜひご活用ください！ 

ＵＲＬ：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

・学友版新ＤＶＤ 好評受付中 

顕著な活躍を遂げる5人の学友を紹介する新DVD「心つないで、世界へ」（15分）。 

事業の成果を実感できる映像資料の決定版です。 

お申し込みいただければ、クラブ・会員に無料で送付しています。 

 

【申し込み方法】 

7月1日付でクラブに送付した「申込書」をFAX（03-3578-8281） 

するか、広報担当までお電話ください（TEL：03-3434-8681） 
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創

立された皆様の資料室です。 
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1 万９千余点を収集・整備し皆様

のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の

出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。 
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用

願います。以下資料のご紹介を致します。 
 

 

. 地区大会の講演から 

 

◎ 永遠の課題・職業倫理 深川純一  D.2670 2009 12P 

◎ 永遠の課題・職業倫理 深川純一  D.2710 2009 15P 

◎ 職業奉仕の原理と実践 深川純一  D.2720 2009 14P 

◎ ロータリーの原点・基本に返ろう  廣畑富雄  D.2530 2009 2P 

◎ 『決議２３－３４』への熱き思い－終章 渡辺好政  D.2580 2009  9P 

◎ ＲＩの難問の一つは会員増強と会員維持 渡辺好政  D.2580 2009  6P 

◎ 『ロータリーとは？』－ロータリアンであることの意義 成川守彦  D.2760 

2009 15P 

[上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）] 

文 庫 通 信（264 号） 

ロータリー文庫 

〒１０５－００１１ 
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 

http://www.rotary-bunko.gr.jp 
開館＝午前 10 時～午後 5 時   休館＝土・日・祝祭日 

 



 
20 

 

 

2009 年 8 月 25 日 NO.395 
 

破壊的な台風の被害に台湾の地区が素早く対応 
 

台風 8号（モーラコット）が原因で 8月 7～9日

に発生した大規模な土石流と大洪水の被災地域で、

台湾の地区が救援活動を行っています。この台風

の犠牲者は 500 人に上り、15 億米ドル相当の被害

が出たと推定されています。 

台北サンライズＲＣの会員である謝三連 RI理事

は、台湾の 7 地区のガバナーと密接に協力し、最

も大きな被害を受けた南部地域への援助にあたり

ました。 

「台湾のロータリアンは、できる限りの力を尽

くして支援を提供し、復興活動に協力していきま

す」と謝理事。「私たちは、今回の災害で最も大き

な被害を受けた地域の人々の援助に全力で当たっ

ていきます」謝理事によると、台湾において過去 50 年間で最悪の大洪水を引き起こした今回

の台風で直接的な被害を受けたロータリアンは一人もいません。謝理事と第3460地区、第3470

地区、第 3480 地区、 第 3490 地区、第 3500 地区、第 3510 地区、第 3520 地区のガバナーは、

以下のような複数の救援活動を行うことを決定しています。 

家を失った人々のための一時避難所を建設する。被害を受けた教育機関に教材を提供する。

破損したパイプライン、下水管路、給水塔を見つけ、修理し、清潔な水を確保する。負傷し

た被災者を援助するボランティアの医師を派遣し、医療品を提供する。 

また、世界中のロータリアンから義援金が寄せられていると謝理事は説明します。もとも

と台湾出身で、米国カリフォルニア州のサンガブリエルＲＣの会員であるチン・ホー・リャ

オさんは、すぐに行動を起こす必要があると考え、救援活動に 1 万ドルの義援金を送りまし

た。「ただちに支援を送りたかった」とリャオさん。「ロータリアンとして、ロータリーの素

晴らしさを身をもって示そうと、今回寄付を送りました。これが、ほかのクラブと地区から

の支援のきっかけとなってくれればと思います」 

千米ドルを寄付したリャオさんのクラブは、現在、資金の分配について最も被害の大きかっ

た地域の一つにある第 3510 地区と連絡を取り合っています。台風 8号が原因で 8 月 7～9日に

発生した大規模な土石流と大洪水の被災地域で、台湾の地区が救援活動を行っています。この

台風の犠牲者は 500 人に上り、15 億ドル相当の被害が出たと推定されています。 

台北サンライズＲＣの会員である謝三連国際ロータリー理事は、台湾の 7地区のガバナーと

密接に協力し、最も大きな被害を受けた南部地域への援助にあたりました。謝理事によると、

台湾において過去 50 年間で最悪の大洪水を引き起こした今回の台風で直接的な被害を受けた

ロータリアンは一人もいません。謝理事と第 3460 地区、第 3470 地区、第 3480 地区、 第 3490

地区、第 3500 地区、第 3510 地区、第 3520 地区のガバナーは、以下のような複数の救援活動

を行うことを決定しています。 

・家を失った人々のための一時避難所を建設する。 

・被害を受けた教育機関に教材を提供する。 

・破損したパイプライン、下水管路、給水塔を見つけ、修理し、清潔な水を確保する。 

・負傷した被災者を援助するボランティアの医師を派遣し、医療品を提供する。 

また、世界中のロータリアンから義援金が寄せられていると謝理事は説明します。 

台風 8 号による土石流で被害を受けた台湾南部の村。

Photo courtesy of AP Photo/Pool 
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第 2640 地区 出 席 報 告（200９年７月） 
 

会員数 入会 退会 会員数 入会 退会 

クラブ名 
08.7.１ 7 月末 7 月 累計 7 月 累計 

例
会
数 

7 月
出席率

平 均
出席率

クラブ名 
08.7.１ 7 月末 7 月 累計 7 月 累計 

例
会
数 

7 月
出席率

平 均
出席率

有 田 37 37 0 0 0 0 5 92.50 92.50 大 阪 金 剛 31 31 0 0 0 0 5 93.40 93.40 

有 田 南 30 30 0 0 0 0 4 98.10 98.10 大 阪 狭 山 5 5 0 0 0 0 5 96.00 96.00 

有 田 ２ ０ ０ ０ 14 14 0 0 0 0 4 91.43 91.43 りんくう泉佐野 27 27 0 0 0 0 4 77.54 77.54 

藤 井 寺 し ゅ ら 15 15 0 0 0 0 5 92.00 92.00 堺 77 77 0 0 0 0 5 85.26 85.26 

御 坊 52 52 0 0 0 0 5 85.01 85.01 堺 東 33 33 0 0 0 0 4 98.33 98.33 

御 坊 東 18 18 0 0 0 0 5 83.33 83.33 堺 北 西 南 西 19 19 0 0 0 0 4 69.44 69.44 

御 坊 南 26 26 0 0 0 0 4 89.57 89.57 堺 泉 ヶ 丘 21 21 0 0 0 0 4 97.62 97.62 

羽 曳 野 26 26 1 1 1 1 5 87.89 87.89 堺 北 31 31 0 0 0 0 4 82.75 82.75 

羽 衣 22 22 0 0 0 0 5 87.26 87.26 堺 南 28 29 1 1 0 0 3 90.67 90.67 

阪 南 13 13 0 0 0 0 5 100 100 堺 中 25 25 0 0 0 0 4 67.71 67.71 

橋 本 50 50 0 0 0 0 5 93.99 93.99 堺 西 17 19 2 2 0 0 5 90.00 90.00 

橋 本 紀 ノ 川 17 17 0 0 0 0 4 88.20 88.20 堺 お お い ず み 31 31 0 0 0 0 5 89.68 89.68 

岩 出 27 28 1 1 0 0 5 97.12 97.12 堺 フ ェ ニ ク ス 25 27 2 2 0 0 5 78.57 78.57 

和 泉 37 37 0 0 0 0 5 75.00 75.00 堺 清 陵 20 20 0 0 0 0 4 85.00 85.00 

和 泉 南 31 31 0 0 0 0 4 69.27 69.27 堺 東 南 12 12 0 0 0 0 5 100 100 

泉 大 津 47 48 1 1 0 0 5 81.86 81.86 泉 南 18 19 1 1 0 0 5 84.71 84.71 

泉 佐 野 30 32 2 2 0 0 5 96.98 96.98 新 宮 59 58 0 0 1 1 5 90.48 90.48 

海 南 42 42 0 0 0 0 4 76.92 76.92 白 浜 12 13 1 1 0 0 4 96.16 96.16 

海 南 東 64 67 3 3 0 0 3 80.10 80.10 忠 岡 12 12 0 0 0 0 5 47.27 47.27 

海 南 西 22 22 0 0 0 0 5 88.18 88.18 太 子 11 11 0 0 0 0 4 82.50 82.50 

貝 塚 17 17 0 0 0 0 4 100 100 高 石 26 26 0 0 0 0 4 71.59 71.59 

貝 塚 コ ス モ ス 20 20 0 0 0 0 5 92.63 92.63 高 師 浜 18 19 1 1 0 0 4 86.03 86.03 

関西国際空港 23 25 2 2 0 0 4 77.78 77.78 田 辺 85 85 0 0 0 0 5 87.03 87.03 

河 内 長 野 30 32 2 2 0 0 5 84.40 84.40 田 辺 は ま ゆ う 30 34 4 4 0 0 4 91.11 91.11 

河 内 長 野 東 30 30 0 0 0 0 5 86.95 86.95 田 辺 東 48 49 1 1 0 0 5 96.71 96.71 

岸 和 田 44 44 0 0 0 0 5 86.00 86.00 富 田 林 32 32 0 0 0 0 5 83.20 83.20 

岸 和 田 東 54 54 0 0 0 0 4 94.27 94.27 富 田 林 南 20 20 0 0 0 0 5 74.74 74.74 

岸 和 田 北 22 22 0 0 0 0 4 100 100 和 歌 山 66 67 1 1 0 0 4 80.26 80.26 

岸 和 田 南 19 21 2 2 0 0 5 89.63 89.63 和歌山アゼリア 43 44 1 1 0 0 3 85.60 85.60 

粉 河 19 19 0 0 0 0 5 95.61 95.61 和 歌 山 東 53 53 1 1 1 1 5 95.42 95.42 

高 野 山 23 23 0 0 0 0 5 97.00 97.00 和 歌 山 城 南 39 39 0 0 0 0 4 97.06 97.06 

串 本 11 11 0 0 0 0 4 70.45 70.45 和 歌 山 北 45 50 5 5 0 0 3 80.22 80.22 

松 原 35 36 1 1 0 0 4 82.61 82.61 和 歌 山 南 89 90 1 1 0 0 5 87.25 87.25 

松 原 中 24 24 0 0 0 0 4 87.50 87.50 和 歌 山 中 29 29 0 0 0 0 5 80.00 80.00 

美 原 24 24 0 0 0 0 4 90.50 90.50 和 歌 山 西 21 21 0 0 0 0 5 95.00 95.00 

那 智 勝 浦 19 20 1 1 0 0 5 67.78 67.78 和 歌 山 東 南 41 44 3 3 0 0 5 92.35 92.35 

 
クラブ 7 月 1 日クラブ会員数 7 月末クラブ会員数 入会 退会 

男性 2100 女性 133 男性 2133 女性 138

7 月平均 

出席率 7 月 累計 7 月 累計 
72 

2233 2271 86.73 41 41 3 3
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９ 月 の 行 事 予 定 表（New Generations Month） 

１日 (火) 公式訪問：和歌山・和歌山アゼリア・和歌山西ＲＣ（昼)  

２日 (水)   

３日 (木) 公式訪問：岸和田南ＲＣ（昼)、堺東南ＲＣ（夜）  

４日 (金) 公式訪問：御坊ＲＣ（昼)、和歌山中・和歌山東南ＲＣ（夜）  

５日 (土) クラブロータリー財団委員長会議および国際親善奨学生帰国報告会 青少年研修センター 

６日 (日) インターアクトリーダーシップフォーラム（ホスト：松原高校）  

７日 (月) 公式訪問：海南東ＲＣ（夜）  

８日 (火) 公式訪問：御坊南ＲＣ（昼）  

９日 (水) 公式訪問：海南ＲＣ（昼）、有田２０００ＲＣ（夜）  

１０日 (木) 公式訪問：堺・堺西ＲＣ（昼）、羽衣ＲＣ（夜）  

１１日 (金) 
公式訪問：堺北ＲＣ（昼） 
ガバナーエレクト研修セミナー（ＧＥＴＳ） 

 
グランドプリンスホテル新高輪 

１２日 (土) 
松原ＲＣ創立 45 周年記念式典 
地区米山記念奨学委員会会議 

松原商工会議所会館 
ガバナー事務所 

１３日 (日) 全国統一アクトの日  

１４日 (月)   

１５日 (火) 公式訪問：堺東ＲＣ（昼）  

１６日 (水) 公式訪問：田辺東ＲＣ（昼）、御坊東ＲＣ（夜）  

１７日 (木)   

１８日 (金)   

１９日 (土) 
クラブ職業奉仕委員長会議 
公式訪問：阪南・泉南ＲＣ（夜） 
ＧＳＥ出発(UA８８６ 関西国際空港１７：１０発） 

ＪＡ和歌山ビル 
 
 

２０日 (日)   

２１日 (月)   

２２日 (火)   

２３日 (水)   

２４日 (木) 公式訪問：大阪金剛ＲＣ（夜）  

２５日 (金) 公式訪問：白浜ＲＣ（昼）  

２６日 (土) 
ＩＭ8 組（ホスト：堺東南ＲＣ） 
青少年交換 3 地区（D.2640・2660・2680）合同一泊研修会 

リーガロイヤルホテル堺 
高野山 

２７日 (日) 2010-2011 年度の地区研修リーダーのためのセミナー  

２８日 (月)   

２９日 (火) 公式訪問：堺北西南西ＲＣ（昼）  

３０日 (水)   

 

 

 

 
 
 
 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー事務所のご案内 
 

〒640-8215 和歌山市橋丁 23 

サイバーリンクス N-4 ビル 2F 

Ｔ Ｅ Ｌ （073）４２８－２６４０ 

Ｆ Ａ Ｘ （073）４２８－２６４３ 

Ｅ-ｍａｉｌ info@rid2640g.org 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.rid2640g.org/murakami/ 

勤 務 時 間 9：00～17：00（土・日・祝日は休み）


